
 

 
 

 

一 

 
 

 

熱
に
つ
い
て
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
と
し
て
の
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
及
び
廃
熱
の
利
用
を
促
進
す
る
等
の
た
め
の
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
使
用
の
合
理
化
等
に
関
す
る
法
律
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案 

 

（
趣
旨
） 

第
一
条 

こ
の
法
律
は
、
熱
に
つ
い
て
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
と
し
て
の
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
（
太
陽
熱
、
地
熱
そ
の
他
非
化
石

エ
ネ
ル
ギ
ー
源
の
う
ち
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
と
し
て
永
続
的
に
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
認
め
ら
れ
る
も
の
を
い
う
。
附
則

第
二
条
に
お
い
て
同
じ
。
）
及
び
廃
熱
の
利
用
を
促
進
す
る
等
の
措
置
を
講
じ
、
も
っ
て
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
供
給
及
び
使
用
に

係
る
環
境
へ
の
負
荷
の
低
減
並
び
に
資
源
の
有
効
利
用
の
確
保
に
資
す
る
た
め
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
使
用
の
合
理
化
等
に
関
す

る
法
律
（
昭
和
五
十
四
年
法
律
第
四
十
九
号
）
等
の
一
部
改
正
に
つ
い
て
定
め
る
も
の
と
す
る
。 

 

（
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
使
用
の
合
理
化
等
に
関
す
る
法
律
の
一
部
改
正
） 

第
二
条 

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
使
用
の
合
理
化
等
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。 

 

目
次
中
「
・
第
二
条
」
を
「
―
第
二
条
の
二
」
に
改
め
る
。 

 

第
一
章
中
第
二
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。 

 

（
基
本
理
念
） 



 

 
 

 

二 

第
二
条
の
二 

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
使
用
の
合
理
化
等
は
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
使
用
す
る
者
に
よ
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
使
用
が
抑
制
さ

れ
る
こ
と
を
基
本
と
し
て
行
わ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

２ 

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
使
用
の
合
理
化
等
は
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
使
用
の
目
的
に
応
じ
て
適
切
か
つ
効
率
的
に
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
使

用
さ
れ
る
こ
と
を
基
本
と
し
て
行
わ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

３ 

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
使
用
の
合
理
化
等
は
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
（
太
陽
光
、
太
陽
熱
そ
の
他
非
化
石
エ
ネ
ル
ギ
ー
源

の
う
ち
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
と
し
て
永
続
的
に
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
認
め
ら
れ
る
も
の
を
い
う
。
）
及
び
廃
熱
の
利

用
の
促
進
が
図
ら
れ
つ
つ
、
国
内
の
地
域
に
存
す
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
か
ら
得
ら
れ
、
又
は
製
造
さ
れ
た
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
そ

の
得
ら
れ
、
又
は
製
造
さ
れ
た
地
域
内
で
使
用
さ
れ
る
こ
と
を
基
本
と
し
て
行
わ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

４ 

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
使
用
の
合
理
化
等
は
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
使
用
す
る
者
に
よ
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
使
用
の
合
理
化
等
に
関
す

る
主
体
的
な
取
組
が
促
進
さ
れ
る
よ
う
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
使
用
の
合
理
化
等
に
資
す
る
情
報
が
広
く
公
開
さ
れ
る
こ
と
に

よ
り
、
行
わ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

 

第
三
条
第
一
項
中
「
経
済
産
業
大
臣
は
」
の
下
に
「
、
前
条
の
基
本
理
念
に
の
つ
と
り
」
を
加
え
る
。 

 

第
七
条
第
一
項
中
「
合
計
量
」
の
下
に
「
又
は
廃
熱
の
年
度
の
排
出
量
の
合
計
量
」
を
加
え
、
同
条
第
二
項
中
「
使
用
量
」



 

 
 

 

三 

の
下
に
「
及
び
廃
熱
の
年
度
の
排
出
量
」
を
加
え
、
同
条
第
三
項
中
「
合
計
量
」
の
下
に
「
又
は
廃
熱
の
排
出
量
の
合
計
量
」

を
、
「
状
況
」
の
下
に
「
又
は
廃
熱
の
排
出
量
そ
の
他
廃
熱
の
排
出
の
状
況
」
を
加
え
、
同
条
第
四
項
第
二
号
中
「
合
計
量
」

の
下
に
「
及
び
廃
熱
の
年
度
の
排
出
量
の
合
計
量
」
を
加
え
る
。 

 

第
十
条
第
一
項
中
「
使
用
量
」
の
下
に
「
又
は
廃
熱
の
年
度
の
排
出
量
」
を
加
え
、
同
条
第
二
項
第
二
号
中
「
使
用
量
」

の
下
に
「
及
び
廃
熱
の
年
度
の
排
出
量
」
を
加
え
る
。 

 

第
十
三
条
第
一
項
中
「
使
用
量
」
の
下
に
「
又
は
廃
熱
の
年
度
の
排
出
量
」
を
加
え
、
同
条
第
二
項
第
二
号
中
「
使
用
量
」

の
下
に
「
及
び
廃
熱
の
年
度
の
排
出
量
」
を
加
え
、
同
条
第
四
項
中
「
使
用
量
」
の
下
に
「
又
は
廃
熱
の
年
度
の
排
出
量
」

を
加
え
る
。 

 

第
十
六
条
第
一
項
中
「
含
む
。
）
」
の
下
に
「
及
び
廃
熱
の
排
出
量
（
当
該
工
場
等
ご
と
の
廃
熱
の
排
出
量
を
含
む
。
）

そ
の
他
廃
熱
の
排
出
の
状
況
」
を
加
え
、
同
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。 

 

（
廃
熱
の
排
出
量
の
公
表
） 

第
十
六
条
の
二 

主
務
大
臣
は
、
前
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
報
告
を
受
け
た
場
合
に
お
い
て
、
当
該
報
告
に
係
る
特
定
事

業
者
が
設
置
し
て
い
る
工
場
等
の
う
ち
そ
の
廃
熱
の
排
出
量
が
政
令
で
定
め
る
数
値
以
上
で
あ
る
も
の
が
あ
る
と
き
は
、



 

 
 

 

四 

当
該
工
場
等
が
所
在
す
る
地
域
の
事
業
者
又
は
住
民
に
よ
る
廃
熱
の
利
用
等
に
資
す
る
よ
う
、
当
該
特
定
事
業
者
の
氏
名

又
は
名
称
及
び
住
所
並
び
に
法
人
に
あ
つ
て
は
そ
の
代
表
者
の
氏
名
、
当
該
工
場
等
の
名
称
及
び
所
在
地
、
当
該
工
場
等

に
係
る
廃
熱
の
排
出
量
そ
の
他
経
済
産
業
省
令
で
定
め
る
事
項
を
公
表
す
る
も
の
と
す
る
。 

 

第
十
八
条
第
一
項
中
「
合
計
量
」
の
下
に
「
又
は
廃
熱
の
年
度
の
排
出
量
の
合
計
量
」
を
加
え
、
同
条
第
二
項
中
「
合
計

量
」
の
下
に
「
又
は
廃
熱
の
排
出
量
の
合
計
量
」
を
、
「
状
況
」
の
下
に
「
又
は
廃
熱
の
排
出
量
そ
の
他
廃
熱
の
排
出
の
状

況
」
を
加
え
、
同
条
第
三
項
第
二
号
中
「
合
計
量
」
の
下
に
「
及
び
廃
熱
の
年
度
の
排
出
量
の
合
計
量
」
を
加
え
る
。 

 

第
二
十
一
条
第
一
項
中
「
使
用
量
」
の
下
に
「
又
は
廃
熱
の
年
度
の
排
出
量
」
を
加
え
、
同
条
第
二
項
第
二
号
中
「
使
用

量
」
の
下
に
「
及
び
廃
熱
の
年
度
の
排
出
量
」
を
加
え
る
。 

 

第
二
十
四
条
第
一
項
中
「
使
用
量
」
の
下
に
「
又
は
廃
熱
の
年
度
の
排
出
量
」
を
加
え
、
同
条
第
二
項
第
二
号
中
「
使
用

量
」
の
下
に
「
及
び
廃
熱
の
年
度
の
排
出
量
」
を
加
え
、
同
条
第
四
項
中
「
使
用
量
」
の
下
に
「
又
は
廃
熱
の
年
度
の
排
出

量
」
を
加
え
る
。 

 

第
二
十
七
条
第
一
項
中
「
含
む
。
）
」
の
下
に
「
及
び
廃
熱
の
排
出
量
（
こ
れ
ら
の
工
場
等
ご
と
の
廃
熱
の
排
出
量
を
含

む
。
）
そ
の
他
廃
熱
の
排
出
の
状
況
」
を
加
え
、
同
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。 



 

 
 

 

五 

 

（
廃
熱
の
排
出
量
の
公
表
） 

第
二
十
七
条
の
二 

主
務
大
臣
は
、
前
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
報
告
を
受
け
た
場
合
に
お
い
て
、
当
該
報
告
に
係
る
特
定

連
鎖
化
事
業
者
が
設
置
し
て
い
る
工
場
等
及
び
当
該
特
定
連
鎖
化
事
業
者
が
行
う
連
鎖
化
事
業
の
加
盟
者
が
設
置
し
て
い

る
当
該
連
鎖
化
事
業
に
係
る
工
場
等
の
う
ち
そ
の
廃
熱
の
排
出
量
が
政
令
で
定
め
る
数
値
以
上
で
あ
る
も
の
が
あ
る
と
き

は
、
当
該
工
場
等
が
所
在
す
る
地
域
の
事
業
者
又
は
住
民
に
よ
る
廃
熱
の
利
用
等
に
資
す
る
よ
う
、
当
該
工
場
等
を
設
置

し
て
い
る
者
の
氏
名
又
は
名
称
及
び
住
所
並
び
に
法
人
に
あ
つ
て
は
そ
の
代
表
者
の
氏
名
、
当
該
工
場
等
の
名
称
及
び
所

在
地
、
当
該
工
場
等
に
係
る
廃
熱
の
排
出
量
そ
の
他
経
済
産
業
省
令
で
定
め
る
事
項
を
公
表
す
る
も
の
と
す
る
。 

 

第
二
十
九
条
第
一
項
第
二
号
中
「
合
計
量
」
の
下
に
「
又
は
廃
熱
の
排
出
量
の
合
計
量
」
を
加
え
、
同
条
第
二
項
第
二
号

中
「
合
計
量
」
の
下
に
「
及
び
廃
熱
の
年
度
の
排
出
量
の
合
計
量
」
を
加
え
る
。 

 

第
三
十
二
条
第
一
項
中
「
使
用
量
」
の
下
に
「
又
は
廃
熱
の
年
度
の
排
出
量
」
を
加
え
、
同
条
第
二
項
第
二
号
中
「
使
用

量
」
の
下
に
「
及
び
廃
熱
の
年
度
の
排
出
量
」
を
加
え
る
。 

 

第
三
十
五
条
第
一
項
中
「
使
用
量
」
の
下
に
「
又
は
廃
熱
の
年
度
の
排
出
量
」
を
加
え
、
同
条
第
二
項
第
二
号
中
「
使
用

量
」
の
下
に
「
及
び
廃
熱
の
年
度
の
排
出
量
」
を
加
え
、
同
条
第
四
項
中
「
使
用
量
」
の
下
に
「
又
は
廃
熱
の
年
度
の
排
出



 

 
 

 

六 

量
」
を
加
え
る
。 

 
第
三
十
八
条
第
一
項
中
「
含
む
。
）
」
の
下
に
「
及
び
廃
熱
の
排
出
量
（
こ
れ
ら
の
工
場
等
ご
と
の
廃
熱
の
排
出
量
を
含

む
。
）
そ
の
他
廃
熱
の
排
出
の
状
況
」
を
加
え
、
同
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。 

 

（
廃
熱
の
排
出
量
の
公
表
） 

第
三
十
八
条
の
二 
主
務
大
臣
は
、
前
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
報
告
を
受
け
た
場
合
に
お
い
て
、
当
該
報
告
に
係
る
認
定

管
理
統
括
事
業
者
が
設
置
し
て
い
る
工
場
等
及
び
当
該
認
定
管
理
統
括
事
業
者
の
認
定
に
係
る
密
接
関
係
者
が
設
置
し
て

い
る
工
場
等
の
う
ち
そ
の
廃
熱
の
排
出
量
が
政
令
で
定
め
る
数
値
以
上
で
あ
る
も
の
が
あ
る
と
き
は
、
当
該
工
場
等
が
所

在
す
る
地
域
の
事
業
者
又
は
住
民
に
よ
る
廃
熱
の
利
用
等
に
資
す
る
よ
う
、
当
該
工
場
等
を
設
置
し
て
い
る
者
の
氏
名
又

は
名
称
及
び
住
所
並
び
に
法
人
に
あ
つ
て
は
そ
の
代
表
者
の
氏
名
、
当
該
工
場
等
の
名
称
及
び
所
在
地
、
当
該
工
場
等
に

係
る
廃
熱
の
排
出
量
そ
の
他
経
済
産
業
省
令
で
定
め
る
事
項
を
公
表
す
る
も
の
と
す
る
。 

 

第
四
十
条
第
一
項
中
「
使
用
量
」
の
下
に
「
又
は
廃
熱
の
年
度
の
排
出
量
」
を
加
え
、
同
条
第
二
項
第
二
号
中
「
使
用
量
」

の
下
に
「
及
び
廃
熱
の
年
度
の
排
出
量
」
を
加
え
る
。 

 

第
四
十
三
条
第
一
項
中
「
使
用
量
」
の
下
に
「
又
は
廃
熱
の
年
度
の
排
出
量
」
を
加
え
、
同
条
第
二
項
第
二
号
中
「
使
用



 

 
 

 

七 

量
」
の
下
に
「
及
び
廃
熱
の
年
度
の
排
出
量
」
を
加
え
、
同
条
第
四
項
中
「
使
用
量
」
の
下
に
「
又
は
廃
熱
の
年
度
の
排
出

量
」
を
加
え
る
。 

 

第
四
十
六
条
第
二
項
第
三
号
中
「
方
法
」
の
下
に
「
及
び
そ
れ
ぞ
れ
排
出
し
た
こ
と
と
さ
れ
る
廃
熱
の
量
の
算
出
の
方
法
」

を
加
え
る
。 

 

第
四
十
八
条
第
一
項
中
「
、
「
使
用
量
」
を
「
「
使
用
量
」
に
改
め
、
「
規
定
す
る
」
の
下
に
「
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
量
の
」

を
、
「
の
量
」
と
」
の
下
に
「
、
「
及
び
廃
熱
の
排
出
量
（
当
該
工
場
等
ご
と
の
廃
熱
の
排
出
量
を
含
む
。
）
」
と
あ
る
の

は
「
並
び
に
当
該
工
場
等
に
お
け
る
廃
熱
の
排
出
量
（
当
該
工
場
等
ご
と
の
廃
熱
の
排
出
量
を
含
む
。
）
、
同
条
第
一
項
の

認
定
に
係
る
連
携
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
措
置
に
係
る
当
該
工
場
等
に
お
い
て
排
出
し
た
廃
熱
の
量
及
び
同
条
第
二
項
第
三
号
に
規

定
す
る
廃
熱
の
量
の
算
出
の
方
法
に
よ
り
当
該
連
携
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
措
置
に
関
し
て
当
該
工
場
等
に
お
い
て
排
出
し
た
こ
と

と
さ
れ
る
廃
熱
の
量
」
と
」
を
加
え
、
同
条
第
二
項
及
び
第
三
項
中
「
、
「
使
用
量
」
を
「
「
使
用
量
」
に
改
め
、
「
規
定

す
る
」
の
下
に
「
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
量
の
」
を
、
「
の
量
」
と
」
の
下
に
「
、
「
及
び
廃
熱
の
排
出
量
（
こ
れ
ら
の
工
場
等
ご

と
の
廃
熱
の
排
出
量
を
含
む
。
）
」
と
あ
る
の
は
「
並
び
に
こ
れ
ら
の
工
場
等
に
お
け
る
廃
熱
の
排
出
量
（
こ
れ
ら
の
工
場

等
ご
と
の
廃
熱
の
排
出
量
を
含
む
。
）
、
同
条
第
一
項
の
認
定
に
係
る
連
携
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
措
置
に
係
る
こ
れ
ら
の
工
場
等



 

 
 

 

八 

に
お
い
て
排
出
し
た
廃
熱
の
量
及
び
同
条
第
二
項
第
三
号
に
規
定
す
る
廃
熱
の
量
の
算
出
の
方
法
に
よ
り
当
該
連
携
省
エ
ネ

ル
ギ
ー
措
置
に
関
し
て
こ
れ
ら
の
工
場
等
に
お
い
て
排
出
し
た
こ
と
と
さ
れ
る
廃
熱
の
量
」
と
」
を
加
え
る
。 

 

第
四
十
九
条
中
「
除
く
」
の
下
に
「
。
次
条
に
お
い
て
同
じ
」
を
、
「
規
定
す
る
」
の
下
に
「
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
量
の
」
を
、

「
状
況
」
の
下
に
「
並
び
に
当
該
工
場
等
に
お
い
て
排
出
し
た
廃
熱
の
量
及
び
同
条
第
二
項
第
三
号
に
規
定
す
る
廃
熱
の
量

の
算
出
の
方
法
に
よ
り
当
該
連
携
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
措
置
に
関
し
て
当
該
工
場
等
に
お
い
て
排
出
し
た
こ
と
と
さ
れ
る
廃
熱
の

量
そ
の
他
廃
熱
の
排
出
の
状
況
」
を
加
え
、
同
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。 

 

（
廃
熱
の
排
出
量
の
公
表
） 

第
四
十
九
条
の
二 

主
務
大
臣
は
、
前
条
の
規
定
に
よ
る
報
告
を
受
け
た
場
合
に
お
い
て
、
当
該
報
告
に
係
る
第
四
十
六
条

第
一
項
の
認
定
を
受
け
た
者
が
設
置
し
て
い
る
当
該
認
定
に
係
る
連
携
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
措
置
に
係
る
工
場
等
の
う
ち
そ
の

廃
熱
の
排
出
量
が
政
令
で
定
め
る
数
値
以
上
で
あ
る
も
の
が
あ
る
と
き
は
、
当
該
工
場
等
が
所
在
す
る
地
域
の
事
業
者
又

は
住
民
に
よ
る
廃
熱
の
利
用
等
に
資
す
る
よ
う
、
当
該
工
場
等
を
設
置
し
て
い
る
者
の
氏
名
又
は
名
称
及
び
住
所
並
び
に

法
人
に
あ
つ
て
は
そ
の
代
表
者
の
氏
名
、
当
該
工
場
等
の
名
称
及
び
所
在
地
、
当
該
工
場
等
に
係
る
廃
熱
の
排
出
量
そ
の

他
経
済
産
業
省
令
で
定
め
る
事
項
を
公
表
す
る
も
の
と
す
る
。 



 

 
 

 

九 

 

第
八
十
条
第
一
項
中
「
含
む
。
）
」
の
下
に
「
及
び
廃
熱
の
排
出
量
（
当
該
工
場
等
ご
と
の
廃
熱
の
排
出
量
を
含
む
。
）

そ
の
他
廃
熱
の
排
出
の
状
況
」
を
加
え
、
同
条
第
五
項
を
同
条
第
六
項
と
し
、
同
条
第
四
項
の
次
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。 

５ 

主
務
大
臣
は
、
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
報
告
を
受
け
た
場
合
に
お
い
て
、
当
該
報
告
に
係
る
特
定
事
業
者
が
設
置
し
て

い
る
工
場
等
の
う
ち
そ
の
廃
熱
の
排
出
量
が
政
令
で
定
め
る
数
値
以
上
で
あ
る
も
の
が
あ
る
と
き
は
、
当
該
工
場
等
が
所

在
す
る
地
域
の
事
業
者
又
は
住
民
に
よ
る
廃
熱
の
利
用
等
に
資
す
る
よ
う
、
当
該
特
定
事
業
者
の
氏
名
又
は
名
称
及
び
住

所
並
び
に
法
人
に
あ
つ
て
は
そ
の
代
表
者
の
氏
名
、
当
該
工
場
等
の
名
称
及
び
所
在
地
、
当
該
工
場
等
に
係
る
廃
熱
の
排

出
量
そ
の
他
経
済
産
業
省
令
で
定
め
る
事
項
を
公
表
す
る
も
の
と
す
る
。 

 

第
八
十
一
条
第
一
項
中
「
こ
の
項
、
次
項
及
び
第
四
項
」
を
「
こ
の
条
」
に
改
め
、
「
含
む
。
）
」
の
下
に
「
及
び
廃
熱

の
排
出
量
（
こ
れ
ら
の
工
場
等
ご
と
の
廃
熱
の
排
出
量
を
含
む
。
）
そ
の
他
廃
熱
の
排
出
の
状
況
」
を
加
え
、
同
条
第
五
項

を
同
条
第
六
項
と
し
、
同
条
第
四
項
の
次
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。 

５ 

主
務
大
臣
は
、
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
報
告
を
受
け
た
場
合
に
お
い
て
、
当
該
報
告
に
係
る
特
定
連
鎖
化
事
業
者
が
設

置
し
て
い
る
工
場
等
及
び
当
該
特
定
連
鎖
化
事
業
者
が
行
う
連
鎖
化
事
業
の
加
盟
者
が
設
置
し
て
い
る
当
該
連
鎖
化
事
業

に
係
る
工
場
等
の
う
ち
そ
の
廃
熱
の
排
出
量
が
政
令
で
定
め
る
数
値
以
上
で
あ
る
も
の
が
あ
る
と
き
は
、
当
該
工
場
等
が



 

 
 

 

一
〇 

所
在
す
る
地
域
の
事
業
者
又
は
住
民
に
よ
る
廃
熱
の
利
用
等
に
資
す
る
よ
う
、
当
該
工
場
等
を
設
置
し
て
い
る
者
の
氏
名

又
は
名
称
及
び
住
所
並
び
に
法
人
に
あ
つ
て
は
そ
の
代
表
者
の
氏
名
、
当
該
工
場
等
の
名
称
及
び
所
在
地
、
当
該
工
場
等

に
係
る
廃
熱
の
排
出
量
そ
の
他
経
済
産
業
省
令
で
定
め
る
事
項
を
公
表
す
る
も
の
と
す
る
。 

 

第
八
十
二
条
第
一
項
中
「
含
む
。
）
及
び
」
を
「
含
む
。
第
五
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
及
び
」
に
、
「
含
む
。
）
に
」
を

「
含
む
。
同
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
に
」
に
改
め
、
「
事
項
を
含
む
。
）
」
の
下
に
「
及
び
廃
熱
の
排
出
量
（
こ
れ
ら
の
工

場
等
ご
と
の
廃
熱
の
排
出
量
を
含
む
。
）
そ
の
他
廃
熱
の
排
出
の
状
況
」
を
加
え
、
同
条
第
五
項
を
同
条
第
六
項
と
し
、
同

条
第
四
項
の
次
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。 

５ 

主
務
大
臣
は
、
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
報
告
を
受
け
た
場
合
に
お
い
て
、
当
該
報
告
に
係
る
認
定
管
理
統
括
事
業
者
が

設
置
し
て
い
る
工
場
等
及
び
管
理
関
係
事
業
者
が
設
置
し
て
い
る
工
場
等
の
う
ち
そ
の
廃
熱
の
排
出
量
が
政
令
で
定
め
る

数
値
以
上
で
あ
る
も
の
が
あ
る
と
き
は
、
当
該
工
場
等
が
所
在
す
る
地
域
の
事
業
者
又
は
住
民
に
よ
る
廃
熱
の
利
用
等
に

資
す
る
よ
う
、
当
該
工
場
等
を
設
置
し
て
い
る
者
の
氏
名
又
は
名
称
及
び
住
所
並
び
に
法
人
に
あ
つ
て
は
そ
の
代
表
者
の

氏
名
、
当
該
工
場
等
の
名
称
及
び
所
在
地
、
当
該
工
場
等
に
係
る
廃
熱
の
排
出
量
そ
の
他
経
済
産
業
省
令
で
定
め
る
事
項

を
公
表
す
る
も
の
と
す
る
。 



 

 
 

 

一
一 

 

第
八
十
三
条
第
一
項
中
「
及
び
第
四
項
」
を
「
、
第
四
項
及
び
第
五
項
」
に
改
め
、
「
状
況
」
の
下
に
「
及
び
廃
熱
の
排

出
量
（
当
該
工
場
等
ご
と
の
廃
熱
の
排
出
量
を
含
む
。
）
そ
の
他
廃
熱
の
排
出
の
状
況
」
を
加
え
、
同
条
に
次
の
一
項
を
加

え
る
。 

５ 

主
務
大
臣
は
、
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
報
告
を
受
け
た
場
合
に
お
い
て
、
当
該
報
告
に
係
る
第
四
十
六
条
第
一
項
の
認

定
を
受
け
た
者
が
設
置
し
て
い
る
当
該
認
定
に
係
る
連
携
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
措
置
に
係
る
工
場
等
の
う
ち
そ
の
廃
熱
の
排
出

量
が
政
令
で
定
め
る
数
値
以
上
で
あ
る
も
の
が
あ
る
と
き
は
、
当
該
工
場
等
が
所
在
す
る
地
域
の
事
業
者
又
は
住
民
に
よ

る
廃
熱
の
利
用
等
に
資
す
る
よ
う
、
当
該
工
場
等
を
設
置
し
て
い
る
者
の
氏
名
又
は
名
称
及
び
住
所
並
び
に
法
人
に
あ
つ

て
は
そ
の
代
表
者
の
氏
名
、
当
該
工
場
等
の
名
称
及
び
所
在
地
、
当
該
工
場
等
に
係
る
廃
熱
の
排
出
量
そ
の
他
経
済
産
業

省
令
で
定
め
る
事
項
を
公
表
す
る
も
の
と
す
る
。 

 

（
非
化
石
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
開
発
及
び
導
入
の
促
進
に
関
す
る
法
律
の
一
部
改
正
） 

第
三
条 

非
化
石
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
開
発
及
び
導
入
の
促
進
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
五
十
五
年
法
律
第
七
十
一
号
）
の
一
部
を
次

の
よ
う
に
改
正
す
る
。 

 

第
二
条
第
二
号
中
「
熱
（
」
の
下
に
「
化
石
燃
料
の
燃
焼
に
よ
り
排
出
さ
れ
る
廃
熱
を
含
み
、
」
を
加
え
る
。 



 

 
 

 

一
二 

 

第
三
条
中
第
七
項
を
第
八
項
と
し
、
第
六
項
を
第
七
項
と
し
、
第
五
項
の
次
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。 

６ 
経
済
産
業
大
臣
は
、
適
時
に
、
供
給
目
標
の
達
成
状
況
を
調
査
し
、
そ
の
結
果
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
利
用
そ
の
他
適

切
な
方
法
に
よ
り
公
表
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

 

（
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
利
用
等
の
促
進
に
関
す
る
特
別
措
置
法
の
一
部
改
正
） 

第
四
条 

新
エ
ネ
ル
ギ
ー
利
用
等
の
促
進
に
関
す
る
特
別
措
置
法
（
平
成
九
年
法
律
第
三
十
七
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改

正
す
る
。 

 

第
二
条
中
「
及
び
電
気
を
変
換
し
て
得
ら
れ
る
動
力
を
利
用
す
る
こ
と
」
を
削
り
、
「
経
済
性
の
面
に
お
け
る
制
約
か
ら

普
及
が
十
分
で
な
い
も
の
で
あ
っ
て
、
そ
の
促
進
を
図
る
こ
と
が
非
化
石
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
導
入
を
図
る
た
め
特
に
必
要
な
も

の
と
し
て
政
令
で
定
め
る
」
を
「
次
に
掲
げ
る
」
に
改
め
、
同
条
に
次
の
各
号
を
加
え
る
。 

一 

動
植
物
に
由
来
す
る
有
機
物
で
あ
っ
て
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
と
し
て
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
（
原
油
、
石
油
ガ
ス
、

可
燃
性
天
然
ガ
ス
及
び
石
炭
並
び
に
こ
れ
ら
か
ら
製
造
さ
れ
る
製
品
を
除
く
。
次
号
及
び
第
七
号
に
お
い
て
「
バ
イ
オ

マ
ス
」
と
い
う
。
）
を
原
材
料
と
す
る
燃
料
を
製
造
す
る
こ
と
。 

二 

バ
イ
オ
マ
ス
又
は
バ
イ
オ
マ
ス
を
原
材
料
と
す
る
燃
料
を
熱
を
得
る
こ
と
に
利
用
す
る
こ
と
（
第
七
号
に
掲
げ
る
も



 

 
 

 

一
三 

の
を
除
く
。
）
。 

三 

太
陽
熱
を
給
湯
、
暖
房
、
冷
房
そ
の
他
の
用
途
に
利
用
す
る
こ
と
。 

四 
海
水
、
河
川
水
そ
の
他
の
水
を
熱
源
と
す
る
熱
を
利
用
す
る
こ
と
。 

五 

雪
又
は
氷
（
冷
凍
機
器
を
用
い
て
生
産
し
た
も
の
を
除
く
。
）
を
熱
源
と
す
る
熱
を
冷
蔵
、
冷
房
そ
の
他
の
用
途
に

利
用
す
る
こ
と
。 

六 

廃
熱
を
利
用
す
る
こ
と
（
第
十
二
号
に
掲
げ
る
も
の
を
除
く
。
）
。 

七 

バ
イ
オ
マ
ス
又
は
バ
イ
オ
マ
ス
を
原
材
料
と
す
る
燃
料
を
発
電
に
利
用
す
る
こ
と
。 

八 

地
熱
を
発
電
に
利
用
す
る
こ
と
。 

九 

風
力
を
発
電
に
利
用
す
る
こ
と
。 

十 

水
力
を
発
電
（
か
ん
が
い
、
利
水
、
砂
防
そ
の
他
の
発
電
以
外
の
用
途
に
供
さ
れ
る
工
作
物
に
設
置
さ
れ
る
出
力
が

千
キ
ロ
ワ
ッ
ト
以
下
で
あ
る
発
電
設
備
を
利
用
す
る
発
電
に
限
る
。
）
に
利
用
す
る
こ
と
。 

十
一 

太
陽
電
池
を
利
用
し
て
電
気
を
発
生
さ
せ
る
こ
と
。 

十
二 

廃
熱
を
発
電
に
利
用
す
る
こ
と
。 



 

 
 

 

一
四 

十
三 

前
各
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
経
済
性
の
面
に
お
け
る
制
約
か
ら
普
及
が
十
分
で
な
い
も
の
で
あ
っ
て
、
そ
の

促
進
を
図
る
こ
と
が
非
化
石
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
導
入
を
図
る
た
め
特
に
必
要
な
も
の
と
し
て
政
令
で
定
め
る
も
の 

 

第
三
条
第
二
項
中
第
四
号
を
第
五
号
と
し
、
第
一
号
か
ら
第
三
号
ま
で
を
一
号
ず
つ
繰
り
下
げ
、
同
項
に
第
一
号
と
し
て

次
の
一
号
を
加
え
る
。 

一 

燃
料
の
製
造
量
に
お
け
る
前
条
第
一
号
の
燃
料
の
製
造
量
の
占
め
る
割
合
、
熱
の
供
給
量
に
お
け
る
同
条
第
二
号
か

ら
第
六
号
ま
で
の
熱
の
量
の
占
め
る
割
合
並
び
に
電
気
の
供
給
量
に
お
け
る
同
条
第
七
号
か
ら
第
十
号
ま
で
及
び
第
十

二
号
の
発
電
に
係
る
電
気
並
び
に
同
条
第
十
一
号
の
電
気
の
量
の
占
め
る
割
合
に
関
す
る
目
標 

 

第
三
条
第
五
項
中
「
の
た
め
必
要
が
あ
る
と
き
は
」
を
「
を
勘
案
し
、
お
お
む
ね
五
年
ご
と
に
」
に
、
「
を
改
定
す
る
」

を
「
の
見
直
し
を
行
い
、
必
要
な
変
更
を
加
え
る
」
に
改
め
、
同
条
第
六
項
中
「
改
定
」
を
「
変
更
」
に
改
め
る
。 

 

第
七
条
の
見
出
し
中
「
施
策
に
お
け
る
配
慮
」
を
「
促
進
方
針
」
に
改
め
、
同
条
中
「
、
地
域
に
お
け
る
新
エ
ネ
ル
ギ
ー

利
用
等
の
促
進
に
資
す
る
施
策
の
策
定
及
び
実
施
に
当
た
っ
て
は
、
で
き
る
限
り
」
を
削
り
、
「
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
配
慮

す
る
」
を
「
を
勘
案
し
て
、
そ
の
地
域
の
実
情
に
応
じ
た
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
利
用
等
の
促
進
に
関
す
る
方
針
（
次
項
に
お
い
て

「
促
進
方
針
」
と
い
う
。
）
を
定
め
る
よ
う
努
め
る
」
に
改
め
、
同
条
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。 



 

 
 

 

一
五 

２ 

地
方
公
共
団
体
は
、
促
進
方
針
を
定
め
、
又
は
変
更
し
た
と
き
は
、
遅
滞
な
く
、
こ
れ
を
公
表
す
る
よ
う
努
め
る
も
の

と
す
る
。 

 

第
十
四
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。 

 

（
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
利
用
等
の
促
進
に
関
す
る
施
策
の
実
施
状
況
の
公
表
） 

第
十
四
条
の
二 

経
済
産
業
大
臣
は
、
関
係
行
政
機
関
の
長
に
対
し
、
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
利
用
等
の
促
進
に
関
す
る
施
策
の
実

施
状
況
に
つ
い
て
報
告
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
。 

２ 

経
済
産
業
大
臣
は
、
毎
年
度
、
前
項
の
報
告
を
取
り
ま
と
め
、
そ
の
概
要
を
公
表
す
る
も
の
と
す
る
。 

３ 

地
方
公
共
団
体
の
長
は
、
毎
年
度
、
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
利
用
等
の
促
進
に
関
す
る
施
策
の
実
施
状
況
を
公
表
す
る
よ
う
努

め
る
も
の
と
す
る
。 

 

第
十
五
条
第
二
号
中
「
前
条
」
を
「
第
十
四
条
」
に
改
め
る
。 

 

（
豪
雪
地
帯
対
策
特
別
措
置
法
の
一
部
改
正
） 

第
五
条 

豪
雪
地
帯
対
策
特
別
措
置
法
（
昭
和
三
十
七
年
法
律
第
七
十
三
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。 

 

第
十
三
条
の
七
中
「
整
備
」
の
下
に
「
、
当
該
施
設
へ
の
雪
の
運
搬
」
を
加
え
る
。 



 

 
 

 

一
六 

 
（
河
川
法
の
一
部
改
正
） 

第
六
条 

河
川
法
（
昭
和
三
十
九
年
法
律
第
百
六
十
七
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。 

 

第
二
十
三
条
た
だ
し
書
中
「
発
電
」
の
下
に
「
又
は
河
川
熱
利
用
（
河
川
の
流
水
を
熱
源
と
す
る
熱
を
利
用
す
る
こ
と
を

い
う
。
次
条
及
び
第
二
十
三
条
の
四
第
四
号
に
お
い
て
同
じ
。
）
」
を
加
え
る
。 

 

第
二
十
三
条
の
二
及
び
第
二
十
三
条
の
四
第
四
号
中
「
発
電
」
の
下
に
「
又
は
河
川
熱
利
用
」
を
加
え
る
。 

 

（
バ
イ
オ
マ
ス
活
用
推
進
基
本
法
の
一
部
改
正
） 

第
七
条 

バ
イ
オ
マ
ス
活
用
推
進
基
本
法
（
平
成
二
十
一
年
法
律
第
五
十
二
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。 

 

第
二
十
四
条
中
「
か
ん
が
み
、
」
を
「
鑑
み
、
海
洋
バ
イ
オ
マ
ス
（
バ
イ
オ
マ
ス
の
う
ち
海
藻
そ
の
他
の
海
洋
生
物
資
源

に
由
来
す
る
も
の
を
い
う
。
）
そ
の
他
の
」
に
改
め
る
。 

 

（
都
市
の
低
炭
素
化
の
促
進
に
関
す
る
法
律
の
一
部
改
正
） 

第
八
条 

都
市
の
低
炭
素
化
の
促
進
に
関
す
る
法
律（
平
成
二
十
四
年
法
律
第
八
十
四
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。 

 

第
七
条
第
二
項
第
二
号
チ
を
同
号
リ
と
し
、
同
号
ト
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。 

 
 

チ 

廃
熱
の
利
用
に
よ
る
二
酸
化
炭
素
の
排
出
の
抑
制
の
促
進
に
関
す
る
事
項 



 

 
 

 

一
七 

 

第
五
十
一
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。 

 
（
廃
熱
利
用
施
設
の
設
置
者
等
へ
の
援
助
） 

第
五
十
一
条
の
二 

低
炭
素
ま
ち
づ
く
り
計
画
に
第
七
条
第
二
項
第
二
号
チ
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
た
市
町
村
は
、
廃
熱

の
利
用
に
よ
る
二
酸
化
炭
素
の
排
出
の
抑
制
を
促
進
す
る
た
め
、
計
画
区
域
内
に
お
け
る
廃
熱
を
利
用
す
る
た
め
の
施
設

（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
廃
熱
利
用
施
設
」
と
い
う
。
）
の
整
備
に
対
す
る
助
成
、
計
画
区
域
内
の
廃
熱
利
用
施
設
の

設
置
者
及
び
計
画
区
域
内
に
お
い
て
廃
熱
利
用
施
設
を
設
置
し
よ
う
と
す
る
者
に
対
す
る
情
報
の
提
供
又
は
助
言
そ
の
他

の
必
要
な
援
助
を
行
う
よ
う
努
め
る
も
の
と
す
る
。 

 

（
農
林
漁
業
の
健
全
な
発
展
と
調
和
の
と
れ
た
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
電
気
の
発
電
の
促
進
に
関
す
る
法
律
の
一
部
改
正
） 

第
九
条 

農
林
漁
業
の
健
全
な
発
展
と
調
和
の
と
れ
た
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
電
気
の
発
電
の
促
進
に
関
す
る
法
律
（
平
成
二

十
五
年
法
律
第
八
十
一
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。 

 

題
名
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。 

 
 

 

農
林
漁
業
の
健
全
な
発
展
と
調
和
の
と
れ
た
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
利
用
の
促
進
に
関
す
る
法
律 

 

第
一
条
中
「
の
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
電
気
」
の
下
に
「
（
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
発
電
設
備
を
用
い
て
再
生
可
能
エ
ネ



 

 
 

 

一
八 

ル
ギ
ー
源
を
変
換
し
て
得
ら
れ
る
電
気
を
い
う
。
）
」
を
加
え
、
「
発
電
の
」
を
「
発
電
及
び
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
熱
（
再

生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
熱
利
用
設
備
を
用
い
て
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
か
ら
得
ら
れ
る
熱
を
い
う
。
）
の
利
用
（
以
下
「
再

生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
利
用
」
と
い
う
。
）
の
」
に
、
「
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
電
気
の
発
電
を
」
を
「
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ

ー
利
用
を
」
に
改
め
る
。 

 

第
二
条
中
「
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
電
気
の
発
電
」
を
「
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
利
用
」
に
改
め
る
。 

 

第
三
条
第
一
項
中
「
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
電
気
」
を
「
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
」
に
改
め
、
「
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ

ー
発
電
設
備
を
用
い
て
」
及
び
「
（
次
項
に
お
い
て
「
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
」
と
い
う
。
）
を
変
換
し
て
得
ら
れ
る
電

気
」
を
削
り
、
同
項
第
六
号
中
「
電
気
」
の
下
に
「
又
は
熱
」
を
加
え
、
同
号
を
同
項
第
八
号
と
し
、
同
項
第
五
号
を
同
項

第
七
号
と
し
、
同
項
第
四
号
の
次
に
次
の
二
号
を
加
え
る
。 

五 

太
陽
熱 

六 

大
気
中
の
熱
そ
の
他
の
自
然
界
に
存
す
る
熱
（
前
二
号
に
掲
げ
る
も
の
を
除
く
。
） 

 

第
三
条
第
四
項
を
同
条
第
五
項
と
し
、
同
条
第
三
項
第
四
号
中
「
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
発
電
設
備
又
は
農
林
漁
業
の
」

を
「
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
発
電
設
備
若
し
く
は
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
熱
利
用
設
備
（
以
下
「
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
利



 

 
 

 

一
九 

用
設
備
」
と
い
う
。
）
又
は
農
林
漁
業
の
」
に
、
「
開
発
し
て
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
発
電
設
備
」
を
「
開
発
し
て
再
生
可

能
エ
ネ
ル
ギ
ー
利
用
設
備
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
四
項
と
し
、
同
条
第
二
項
の
次
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。 

３ 

こ
の
法
律
に
お
い
て
「
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
熱
利
用
設
備
」
と
は
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
か
ら
熱
を
得
る
設
備

及
び
そ
の
附
属
設
備
を
い
う
。 

 

第
四
条
第
一
項
及
び
第
二
項
第
一
号
か
ら
第
三
号
ま
で
の
規
定
中
「
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
電
気
の
発
電
」
を
「
再
生
可

能
エ
ネ
ル
ギ
ー
利
用
」
に
改
め
、
同
項
第
四
号
中
「
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
発
電
設
備
」
を
「
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
利
用

設
備
」
に
改
め
、
同
項
第
六
号
中
「
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
電
気
の
発
電
」
を
「
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
利
用
」
に
改
め
る
。 

 

第
五
条
第
一
項
及
び
第
二
項
第
一
号
中
「
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
電
気
の
発
電
」
を
「
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
利
用
」
に

改
め
、
同
項
第
二
号
か
ら
第
五
号
ま
で
の
規
定
中
「
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
発
電
設
備
」
を
「
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
利
用

設
備
」
に
改
め
、
同
条
第
三
項
中
「
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
電
気
の
発
電
」
を
「
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
利
用
」
に
改
め
、

同
条
第
四
項
及
び
第
六
項
中
「
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
発
電
設
備
」
を
「
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
利
用
設
備
」
に
改
め
る
。 

 

第
六
条
第
二
項
第
二
号
中
「
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
発
電
設
備
」
を
「
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
利
用
設
備
」
に
改
め
る
。 

 

第
七
条
第
一
項
及
び
第
二
項
第
一
号
か
ら
第
三
号
ま
で
の
規
定
中
「
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
発
電
設
備
」
を
「
再
生
可
能



 

 
 

 

二
〇 

エ
ネ
ル
ギ
ー
利
用
設
備
」
に
改
め
、
同
条
第
三
項
第
二
号
中
「
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
発
電
設
備
等
」
を
「
再
生
可
能
エ
ネ

ル
ギ
ー
利
用
設
備
等
」
に
、
「
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
発
電
設
備
及
び
」
を
「
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
利
用
設
備
及
び
」
に

改
め
、
同
項
第
三
号
及
び
同
条
第
四
項
か
ら
第
八
項
ま
で
の
規
定
中
「
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
発
電
設
備
等
」
を
「
再
生
可

能
エ
ネ
ル
ギ
ー
利
用
設
備
等
」
に
改
め
る
。 

 

第
八
条
第
三
項
、
第
九
条
か
ら
第
十
五
条
ま
で
の
規
定
並
び
に
第
十
六
条
第
三
項
第
四
号
及
び
第
五
号
ロ
中
「
再
生
可
能

エ
ネ
ル
ギ
ー
発
電
設
備
等
」
を
「
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
利
用
設
備
等
」
に
改
め
る
。 

 
 

 

附 

則 

 

（
施
行
期
日
） 

第
一
条 

こ
の
法
律
は
、
公
布
の
日
か
ら
起
算
し
て
六
月
を
超
え
な
い
範
囲
内
に
お
い
て
政
令
で
定
め
る
日
か
ら
施
行
す
る
。

た
だ
し
、
次
条
の
規
定
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。 

 

（
検
討
） 

第
二
条 

政
府
は
、
熱
に
つ
い
て
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
と
し
て
の
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
及
び
廃
熱
の
利
用
の
一
層
の
促
進
を
図

る
観
点
か
ら
、
次
に
掲
げ
る
事
項
に
つ
い
て
検
討
を
加
え
、
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
そ
の
結
果
に
基
づ
い
て
所
要



 

 
 

 

二
一 

の
措
置
を
講
ず
る
も
の
と
す
る
。 

 

一 
熱
供
給
事
業
者
（
熱
供
給
事
業
法
（
昭
和
四
十
七
年
法
律
第
八
十
八
号
）
第
二
条
第
三
項
に
規
定
す
る
熱
供
給
事
業
者

を
い
う
。
）
に
よ
る
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
か
ら
得
ら
れ
る
熱
の
調
達
の
価
格
、
期
間
等
に
関
す
る
特
別
の
制
度
の
導

入 

 

二 

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
電
気
（
電
気
事
業
者
に
よ
る
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
電
気
の
調
達
に
関
す
る
特
別
措
置
法
（
平

成
二
十
三
年
法
律
第
百
八
号
）
第
二
条
第
二
項
に
規
定
す
る
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
電
気
を
い
う
。
以
下
こ
の
号
に
お
い

て
同
じ
。
）
の
発
電
に
伴
う
廃
熱
を
利
用
す
る
場
合
に
お
け
る
当
該
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
電
気
の
調
達
価
格
（
同
法
第

三
条
第
一
項
に
規
定
す
る
調
達
価
格
を
い
う
。
）
に
係
る
優
遇
制
度
の
導
入 

 

三 

地
域
に
お
い
て
事
業
者
、
住
民
等
が
共
同
し
て
廃
熱
を
利
用
す
る
設
備
並
び
に
熱
及
び
電
気
を
併
せ
て
供
給
す
る
設
備

の
設
置
等
に
係
る
支
援
措
置
の
内
容 

 

四 

地
域
に
お
け
る
熱
の
利
用
に
係
る
規
制
の
在
り
方 

 

（
河
川
法
の
一
部
改
正
に
伴
う
経
過
措
置
） 

第
三
条 

こ
の
法
律
の
施
行
の
際
現
に
第
六
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
前
の
河
川
法
（
次
項
に
お
い
て
「
旧
河
川
法
」
と
い
う
。
）



 

 
 

 

二
二 

第
二
十
三
条
の
規
定
に
よ
る
許
可
で
あ
っ
て
、
第
六
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
河
川
法
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
新
河

川
法
」
と
い
う
。
）
第
二
十
三
条
の
二
の
規
定
が
適
用
さ
れ
る
河
川
熱
利
用
の
た
め
の
流
水
の
占
用
に
係
る
も
の
は
、
同
条

の
規
定
に
よ
り
し
た
登
録
と
み
な
す
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
新
河
川
法
第
二
十
三
条
の
三
の
規
定
は
、
適
用
し
な
い
。 

２ 

こ
の
法
律
の
施
行
の
際
現
に
さ
れ
て
い
る
旧
河
川
法
第
二
十
三
条
の
規
定
に
よ
る
許
可
の
申
請
で
あ
っ
て
、
新
河
川
法
第

二
十
三
条
の
二
の
規
定
が
適
用
さ
れ
る
河
川
熱
利
用
の
た
め
の
流
水
の
占
用
に
係
る
も
の
は
、
同
条
の
規
定
に
よ
り
し
た
登

録
の
申
請
と
み
な
す
。 

 

（
罰
則
の
適
用
に
関
す
る
経
過
措
置
） 

第
四
条 

こ
の
法
律
の
施
行
前
に
し
た
行
為
に
対
す
る
罰
則
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。 

 

（
政
令
へ
の
委
任
） 

第
五
条 

前
二
条
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
こ
の
法
律
の
施
行
に
関
し
必
要
な
経
過
措
置
は
、
政
令
で
定
め
る
。 

 

（
地
方
自
治
法
等
の
一
部
改
正
） 

第
六
条 

次
に
掲
げ
る
法
律
の
規
定
中
「
農
林
漁
業
の
健
全
な
発
展
と
調
和
の
と
れ
た
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
電
気
の
発
電
の

促
進
に
関
す
る
法
律
」
を
「
農
林
漁
業
の
健
全
な
発
展
と
調
和
の
と
れ
た
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
利
用
の
促
進
に
関
す
る
法



 

 
 

 

二
三 

律
」
に
改
め
る
。 

一 
地
方
自
治
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
六
十
七
号
）
別
表
第
一
農
林
漁
業
の
健
全
な
発
展
と
調
和
の
と
れ
た
再
生
可
能

エ
ネ
ル
ギ
ー
電
気
の
発
電
の
促
進
に
関
す
る
法
律
（
平
成
二
十
五
年
法
律
第
八
十
一
号
）
の
項 

二 

農
業
委
員
会
等
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
八
十
八
号
）
第
六
条
第
一
項
第
一
号 

三 

農
地
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
二
百
二
十
九
号
）
第
三
条
第
一
項
第
九
号
の
二 

 





 

 
 

 

二
五 

 
 
 
 
 

理 

由 

 

熱
に
つ
い
て
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
と
し
て
の
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
及
び
廃
熱
の
利
用
を
促
進
す
る
等
の
措
置
を
講
じ
、
も
っ

て
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
供
給
及
び
使
用
に
係
る
環
境
へ
の
負
荷
の
低
減
並
び
に
資
源
の
有
効
利
用
の
確
保
に
資
す
る
た
め
、
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
使
用
の
合
理
化
等
に
関
す
る
法
律
等
の
一
部
改
正
に
つ
い
て
定
め
る
必
要
が
あ
る
。
こ
れ
が
、
こ
の
法
律
案
を
提
出
す

る
理
由
で
あ
る
。 

  


